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対策：我々はどうすればよいのか？
→温室効果ガス排出削減「緩和」に加え、気候変動に「適応」する必要

九州沖縄農業研究センター「温暖化による米の品質低下の実態と対応について」
https://www.naro.go.jp/laboratory/karc/contents/ondanka/ondanka1/index.html

様々な対策技術が実証され、導入されています

３．適応策
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農業生産における気候変動適応ガイド（水稲編）
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-102.pdf

対策：田植期の移動など

高温を避ける作期作型や水(施肥)管理も有効です

（農研機構での適応シミュレーション例）ある地域での現行品種（4月下旬）
→田植え期を早める：多照の時期に登熟しやや増収、高温により品質低下リスクは増す。
→田植え期を遅める：登熟期日照が減るため減収、品質低下リスクの少ないコメ割合は増加。
＊この結果は一例であり、気象・土壌条件や品種・作型により結果は異なります。

３．適応策
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農研機構2017年研究成果情報「北海道を除く全国の水稲高温登熟性標準品種
の選定)を農林水産省「農業生産における気候変動適応ガイド 水稲編」で改変

高温耐性品種の導入

高温耐性向上による白未熟抑制効果の定量
化が必要

高温耐性品種ランク別白未熟粒発生
モデル構築

農林水産省地球温暖化影響調査レポート
（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/report.html）か
ら

16.4%

高温耐性品種導入が、着実に進んでいます。

対策：高温耐性（登熟性）品種導入

３．適応策
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高温指標HD_m26（ヒートドーズ）の定義

HD_m26 ＝ ∑（T - Tbase）T >Tbase

T：日平均気温、Tbase = 26 ℃
（出穂～20日間の積算値）

乳白粒

基部
未熟粒

腹白
未熟粒

背白粒

高温による白未熟粒の発生と高温指標

出穂後20日間の平均気温が約26℃を越えると温度上昇とともに白未熟粒が増加

農林水産省ホームページより
https://www.maff.go.jp/j/seis
an/syoryu/kensa/kome/k_kika
ku/k_kaisetsu/index.html

MET26 ＝ 1/20Σ（T - Tbase）T >Tbase

高温指標MET26（平均超過温度）

長谷川(2025)

出穂日+1日 出穂日+20日

MET26算出期間の考え方（つくば、2019の例）

３．適応策

33



平均値 1.23
中央値 1.03
最高値 5.30

平均値 1.33
中央値 1.19
最高値 5.39

概して平均気温の高温域に相当：作型によりMET26分布は若干異なる

長谷川(2025)

2023、2024年の登熟期間高温傾向

登熟期間高温指標MET26（℃）

３．適応策
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‘23

‘19
‘10

全国平均一等米比率と高温指標との関係（2001～2024年）

‘24

2024年の一等米比率は12月31日現在

高温指標は、各1kmメッシュの水田率で
重みづけして県ごとに集計。その後、全
国平均を求める際には、各県の検査数
量で重みづけして集計。

Hasegawa et al., 2025 https://doi.org/10.1007/978-981-96-2436-2_4にデータを追
加

• MET26が1℃上昇するにつれ
て、1等米比率は約15ポイント
低下

• 2010年以前と以降で、温度に
対する回帰線が変化

３．適応策
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地域ごとにみた一等米比率と高温指標との関係（2011-2024年）
一
等
米
比
率
（
％
）

北海道 東北 関東 北陸

東海 近畿 中国・四国 九州

2024年のデー
タは同年12月
31日現在

関東以西では、
2024年のMET26が
最も高く、一等米
比率も低い傾向

３．適応策
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高温耐性品種ランク別白未熟発生率のモデル化

３．適応策

メタ解析
系統的レビューによ
るデータベース構築

44 試験地
33 県
n = 1302
48品種

モデル構築

Logit(CGijk) = B1 x HTRi + B2 x MET26i x HTRi +B3SR + B4RH +vi + Eijk 

• B1 ~ B4 are fixed parameters 
• vi + Eijk are errors (random effects)

高温耐性品種ランク別に温度・日射・湿度による品質低下をモデル化

(Wakatsuki et al. 2024, Field Crops Research)

湿度日射温度指標
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推定白未熟粒率（％）高温耐性「中」

平均値 19.7
中央値 16.6
最高値 66.3

水田面積で重みづけ
平均20.5％

水田面積で重みづけ
平均22.0％

平均値 19.5
中央値 16.7
最高値 65.6

＊1km メッシュの気象データと白未熟粒率推定モデル（Wakatsuki et al., 2024)を用いて推定 （出穂日は作柄表示地帯最
盛期 2024年は2023年の出穂日を使用

３．適応策

気象条件からの白未熟粒発生率推定
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高温耐性ランク毎の白未熟粒率算定例

従来

弱 やや弱 中

やや強 強

同一気候条件においても、高温耐性ランク毎に算定される白未熟粒率は異なる

石郷岡ほか(2025)

MIROC6:SSP5_8.5（※）による、今世紀中盤（2041-2060）における算定例

※SSP5_8.5（気候政策を導入しない最大排出シナリオ）によるシミュレーション結果

３．適応策
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農研機構 Confidential

プロデュー
サー

長谷川利拡

土地利用型作物気候変
動適応研究コンソーシ

アム

研究代表者：西森基貴

気候変動適応策研究領域長

土壌ICT開発

コンソーシアム

研究代表者：浦嶋 泰文

土壌環境管理研究領域長

事務局

農研機構・農業環境研究部門

気候変動適応策研究領域

• 2024年10月：「知」の集積と活用の
場のプラットフォームとして設立

• 2025年4月から2コンソ体制に拡大
• 参画メンバーは、46都道府県50機
関に拡大

• 全国機関からの研究ニーズ調査の
実施

• 2025年の異常高温の状況と影響の
推定を早期共有

気候変動の影響が顕在化、深刻化する中、農業分野において気候変動対策技術の研究開発と普
及を促進するため、コンソーシアムの形成・運営や情報発信を行う基盤組織。

気候変動対策技術研究開発プラットフォーム活動体制の整備・拡充
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農研機構 Confidential

(地独）北海道立総合研究機構農業研究本部
(地独）青森県産業技術センター農林総合研究所
岩手県農業研究センター
宮城県古川農業試験場
秋田県農業試験場
秋田県農林水産部
秋田県果樹試験場
山形県農業総合研究センター
福島県農業総合センター
茨城県農業総合センター農業研究所
栃木県農業総合研究センター
群馬県農業技術センター
埼玉県農業技術研究センター
千葉県農林総合研究センター
神奈川県農業技術センター
公益財団法人東京都農林水産振興財団
新潟県農業総合研究所
富山県農林水産総合技術センター農業研究所
石川県農林総合研究センター
福井県農業試験場
山梨県総合農業技術センター
長野県農業試験場
長野県野菜花き試験場
岐阜県農政部農政課
静岡県農林技術研究所
愛知県農業総合試験場
三重県農業研究所

農研機構＋46都道府県50機関

気候変動対策技術研究開発プラットフォーム

メンバー（2025年10月27日現在）

滋賀県農業技術振興センター
京都府農林水産技術センター・農林センター
(地独）大阪府立環境農林水産総合研究所
兵庫県立農林水産技術総合センター
奈良県農業研究開発センター
和歌山県
鳥取県農業試験場
鳥取県園芸試験場
島根県農業技術センター
岡山県農林水産総合センター
山口県農林総合技術センター
徳島県
香川県農業試験場
愛媛県農林水産研究所
高知県農業技術センター
福岡県農林業総合試験場
佐賀県農業試験研究センター
佐賀県果樹試験場
長崎県農林技術開発センタ－
熊本県農業研究センター
大分県農林水産研究指導センター
宮崎県総合農業試験場
鹿児島県農業開発総合センター
沖縄県農業研究センター
農研機構（代表機関）
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県内１等米比率と高温登熟指標（MET26）との関係(2011~2024)

◆2024年は2011年以降最も高い高温指標
MET26を観測した。

◆MET26が1.5℃を超えたところでの上昇
で1等米比率が低がりはじめた傾向、1℃
上昇で-17ポイントの一等米比率低下
（MET26＞1.5）

作柄表示地帯普通期の出穂日による

高温指標（MET26,℃)

１
等
米
比
率
（
％
)

24’
22’

15’
23’

18’

19’
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登熟期前半の高温登熟指標（MET26、℃) の分布

作柄表示地帯出穂最盛期より算出、水田のあるメッシュ

◆2024年はMET26が4℃を超える地点が多数あった。
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登熟期前半の日射量（ Srd, MJｍ-2d-1）の分布

◆2023年は2024年よりも日射が非常に高い地域が広範囲に広がった。
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登熟期前半の気象要因（相対湿度RH、％）
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推定白未熟粒率（％）高温耐性「中」～「強」（千葉県）

◆2024年の気象条件下では、“中”耐性品種であっ
ても、50％を超える推定値があり、かなり厳しい環
境であった。

◆1ランクあげて“やや強”にすると、中央値で11.1％ポ
イントの軽減効果が推定された。

推定白未
熟粒率
（％）
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まとめ

〇日本の（世界の）気温は上昇を続けており、2024年は過去最高温を記録した。

・高温だけでなく、線状降水帯による集中豪雨、激しい台風、豪雪も起こる

〇農業気象研究の発達で、

・白未熟粒の発生に関わる日平均気温は26℃であり、超過分がコメ品質低下に
関連している

・イネ高温不稔の解析には、気温より穂温が重要であり、また開花時に穂温33℃
以上で、高温不稔多発の可能性

〇気候変動（さらなる気温上昇）により、

・日本のコメ収量は停滞から減収へ、白未熟粒の多発（一等米比率の低下）

・ダイズ青立ち、コムギの霜害、夏作ホウレンソウや施設トマトの生育不良

・ブドウ着色不良の対策。ミカン適地減－アボガド等亜熱帯果樹への転換。

〇気候変動への対応策は？ ＊もちろん温室効果ガス削減も重要

・稲作では、移植日の移動で暑さを避けるほか、高温耐性品種の導入が効果的
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